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1. 平成27年3月期第2四半期の連結業績（平成26年4月1日～平成26年9月30日）

(2) 連結財政状態

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第2四半期 23,400 △2.4 1,006 △2.1 1,180 8.9 792 52.6
26年3月期第2四半期 23,972 0.2 1,028 △9.4 1,084 △6.2 519 △7.2

（注）包括利益 27年3月期第2四半期 1,840百万円 （59.7％） 26年3月期第2四半期 1,152百万円 （100.1％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

27年3月期第2四半期 17.11 ―
26年3月期第2四半期 11.64 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

27年3月期第2四半期 80,281 45,312 55.8
26年3月期 85,553 44,111 50.2
（参考）自己資本 27年3月期第2四半期 44,799百万円 26年3月期 42,975百万円

2. 配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 ― 9.00 ― 9.00 18.00
27年3月期 ― 9.00
27年3月期（予想） ― 9.00 18.00

3. 平成27年 3月期の連結業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日）
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 71,500 △0.2 7,200 7.6 7,400 6.0 4,200 19.1 90.73



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 有

（注）詳細は、添付資料３ページ「サマリー情報（注記事項）に関する事項」をご覧ください。

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
（注）詳細は、添付資料３ページ「サマリー情報（注記事項）に関する事項」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（注）詳細は、添付資料３ページ「サマリー情報（注記事項）に関する事項」をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連結財務諸表に

対する四半期レビュー手続が実施中です。

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その

達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 1社 （社名） 上海金盾特種車輌装備有限公司

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期2Q 46,918,542 株 26年3月期 46,918,542 株
② 期末自己株式数 27年3月期2Q 630,742 株 26年3月期 622,977 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期2Q 46,291,471 株 26年3月期2Q 44,577,886 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(1)  経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策や日銀の金融政策により企
業業績や雇用情勢の改善がみられ、景気は緩やかな回復基調にありますが、消費税増税や原材料
価格の上昇などの影響が懸念されるなど、依然として先行き不透明な状況が続いております。 
このような環境のもと、当社グループは、積極的な営業展開に加え、原価低減の推進を図ると

ともに、新製品の開発に取り組んでまいりました。 
当第２四半期連結累計期間の経営成績につきましては、売上高は23,400百万円（前年同四半期

比572百万円減、2.4％減）、営業利益は1,006百万円（前年同四半期比21百万円減、2.1％減）、
経常利益は1,180百万円（前年同四半期比96百万円増、8.9％増）、四半期純利益は792百万円
（前年同四半期比273百万円増、52.6％増）となりました。 

 

セグメントごとの業績は次のとおりであります。 
①消防車輌 
消防車輌事業は、積極的な営業活動により受注は順調に推移しており、売上高は8,813百万

円（前年同四半期比1.9％増）となりました。 
②防災 
防災事業は、パッケージ型自動消火設備「スプリネックス」の販売が堅調に推移しており、

売上高は7,735百万円（前年同四半期比5.7％増）となりました。 
③産業機械 
産業機械事業は、製品及び部品・メンテナンスの売上が概ね予定通り進捗したことから、売

上高は2,428百万円（前年同四半期比8.8％増）となりました。 
④環境車輌 
環境車輌事業は、受注は順調に推移する一方、製品の出荷が、第３四半期以降に偏重する見

通しであることから、売上高は4,423百万円（前年同四半期比3.8％減）となりました。 
 

当社グループの売上高及び利益は、消防車輌事業の官公庁向け売上高の占める割合が高いこと

等から、第４四半期に偏る傾向にあります。 

 

(2)  財政状態に関する説明 

（財政状態の分析） 
当第２四半期連結会計期間の総資産は80,281百万円（前連結会計年度末比5,271百万円の減

少）となりました。 
流動資産は、35,359百万円となり6,722百万円減少しました。これは主に、現金及び預金の減

少5,261百万円、受取手形及び売掛金の減少8,320百万円の一方で、たな卸資産の増加7,011百万
円によるものです。 
固定資産は、44,922百万円となり1,450百万円増加しました。うち有形固定資産は、30,916百

万円となり514百万円増加し、無形固定資産は、320百万円となり1,250百万円減少し、投資その
他の資産は、13,685百万円となり2,186百万円増加しました。 
流動負債は、24,281百万円となり3,777百万円減少しました。これは主に、電子記録債務の減

少1,602百万円、未払法人税等の減少1,703百万円によるものです。 
固定負債は、10,687百万円となり2,695百万円減少しました。これは主に、長期借入金の減少

2,712百万円によるものです。 
純資産は、45,312百万円となり1,201百万円増加しました。これは主に、四半期純利益の計上

792百万円、その他有価証券評価差額金の増加1,169百万円の一方で、剰余金の配当416百万円、
少数株主持分の減少622百万円によるものです。 
この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末の50.2％から55.8％となりました。
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（キャッシュ・フローの状況） 
当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ5,297百

万円減少の4,227百万円となりました。なお、当四半期連結累計期間における連結キャッシュ・
フローの状況は以下のとおりです。 
①営業活動によるキャッシュ・フロー 
営業活動によるキャッシュ・フローは、2,472百万円の支出（前年同四半期は2,394百万円の

支出）となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益1,153百万円の計上、売上債権
の減少額7,800百万円の一方で、たな卸資産の増加額7,716百万円、仕入債務の減少額1,714百
万円、法人税等の支払額2,192百万円等によるものです。 
②投資活動によるキャッシュ・フロー 
投資活動によるキャッシュ・フローは、2,340百万円の支出（前年同四半期は3,878百万円の

支出）となりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出2,141百万円によるもので
す。 
③財務活動によるキャッシュ・フロー 
財務活動によるキャッシュ・フローは、201百万円の支出（前年同四半期は3,029百万円の収

入）となりました。これは主に、配当金の支払額416百万円によるものです。 

 

(3)  連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

通期の業績予想につきましては、当第２四半期連結累計期間の業績及び主要セグメントにおけ
る受注動向等を踏まえ、平成26年５月８日に公表いたしました業績予想を修正し、売上高71,500
百万円、営業利益7,200百万円、経常利益7,400百万円、当期純利益4,200百万円とさせていただ
きます。 
 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

(1)  当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

当社の連結子会社でありました、上海金盾特種車輌装備有限公司は、第三者割当増資により当
社の持分比率が低下したため、当第２四半期連結会計期間末日より連結子会社から持分法適用関
連会社に異動しております。これにより、当第２四半期連結累計期間は損益計算書のみを連結し
ております。 
 

(2)  四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

（税金費用の計算） 

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、

税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法によっております。 

 

(3)  会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更） 

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会
計基準」という。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25
号 平成24年５月17日。以下「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文
及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて第１四半期連結会計期間より適用
し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方法を期間定額
基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を割引率決定の基礎となる債券
の期間について従業員の平均残存勤務期間に近似した年数を基礎に決定する方法から退職給付の
支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変
更いたしました。 
退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従

って、第１四半期連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に
伴う影響額を利益剰余金に加算しております。 
この結果、第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る負債が446百万円減少し、利益剰

余金が285百万円増加しております。なお、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及
び税金等調整前四半期純利益に与えた影響額は軽微であります。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 9,561 4,299

受取手形及び売掛金 22,819 14,499

電子記録債権 22 87

商品及び製品 1,381 2,122

仕掛品 3,258 8,064

原材料及び貯蔵品 2,350 3,814

その他 2,731 2,508

貸倒引当金 △44 △38

流動資産合計 42,081 35,359

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 8,510 7,670

機械装置及び運搬具（純額） 1,810 1,940

土地 19,513 20,749

建設仮勘定 206 164

その他（純額） 361 391

有形固定資産合計 30,402 30,916

無形固定資産 1,571 320

投資その他の資産

投資有価証券 9,199 11,517

その他 2,477 2,338

貸倒引当金 △178 △170

投資その他の資産合計 11,499 13,685

固定資産合計 43,472 44,922

資産合計 85,553 80,281
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 8,975 8,316

電子記録債務 7,592 5,989

短期借入金 2,742 850

1年内返済予定の長期借入金 1,875 4,785

未払法人税等 2,163 459

賞与引当金 966 976

役員賞与引当金 143 66

製品保証引当金 258 252

その他 3,341 2,584

流動負債合計 28,059 24,281

固定負債

長期借入金 6,202 3,489

退職給付に係る負債 2,561 2,177

役員退職慰労引当金 152 161

その他 4,466 4,858

固定負債合計 13,382 10,687

負債合計 41,441 34,968

純資産の部

株主資本

資本金 4,746 4,746

資本剰余金 4,331 4,331

利益剰余金 34,387 35,048

自己株式 △235 △242

株主資本合計 43,229 43,883

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,816 2,986

繰延ヘッジ損益 4 △8

土地再評価差額金 △1,804 △1,804

為替換算調整勘定 287 172

退職給付に係る調整累計額 △557 △429

その他の包括利益累計額合計 △254 915

少数株主持分 1,135 512

純資産合計 44,111 45,312

負債純資産合計 85,553 80,281
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

売上高 23,972 23,400

売上原価 17,441 17,088

売上総利益 6,531 6,311

販売費及び一般管理費 5,503 5,305

営業利益 1,028 1,006

営業外収益

受取利息 7 10

受取配当金 40 63

受取賃貸料 45 41

持分法による投資利益 18 53

貸倒引当金戻入額 16 7

その他 99 138

営業外収益合計 228 314

営業外費用

支払利息 119 115

賃貸費用 18 6

その他 34 19

営業外費用合計 172 140

経常利益 1,084 1,180

特別利益

固定資産売却益 11 0

持分変動利益 － 4

特別利益合計 11 4

特別損失

固定資産除売却損 15 11

投資有価証券評価損 142 －

会員権評価損 12 －

持分変動損失 － 19

特別損失合計 170 31

税金等調整前四半期純利益 925 1,153

法人税等 485 464

少数株主損益調整前四半期純利益 439 689

少数株主損失（△） △79 △102

四半期純利益 519 792
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 439 689

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 249 1,175

繰延ヘッジ損益 △9 △15

為替換算調整勘定 283 △43

退職給付に係る調整額 － 127

持分法適用会社に対する持分相当額 187 △93

その他の包括利益合計 712 1,150

四半期包括利益 1,152 1,840

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,090 1,962

少数株主に係る四半期包括利益 61 △121
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 925 1,153

減価償却費 585 694

のれん償却額及び負ののれん償却額 5 △4

貸倒引当金の増減額（△は減少） △18 △13

受取利息及び受取配当金 △47 △73

支払利息 119 115

持分法による投資損益（△は益） △18 △53

有形固定資産除売却損益（△は益） 4 11

持分変動損益（△は益） － 15

投資有価証券評価損益（△は益） 142 －

会員権評価損 12 －

売上債権の増減額（△は増加） 7,357 7,800

たな卸資産の増減額（△は増加） △5,226 △7,716

仕入債務の増減額（△は減少） △3,230 △1,714

その他 △817 △453

小計 △207 △238

利息及び配当金の受取額 51 72

利息の支払額 △120 △115

法人税等の支払額 △2,118 △2,192

営業活動によるキャッシュ・フロー △2,394 △2,472

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △2,357 △2,141

有形固定資産の売却による収入 24 24

無形固定資産の取得による支出 △16 △57

投資有価証券の取得による支出 △1,429 △1

関係会社株式の取得による支出 － △30

貸付けによる支出 △8 △112

その他 △90 △21

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,878 △2,340

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 3,504 34

長期借入れによる収入 － 300

長期借入金の返済による支出 △102 △102

単元未満自己株式の売買による収入及び支
出

△6 △7

配当金の支払額 △356 △416

少数株主への配当金の支払額 △3 △3

その他 △6 △6

財務活動によるキャッシュ・フロー 3,029 △201

現金及び現金同等物に係る換算差額 69 △27

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,174 △5,042

現金及び現金同等物の期首残高 8,748 9,525

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物
の増減額（△は減少）

－ △254

現金及び現金同等物の四半期末残高 5,574 4,227
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(4)  四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

   該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

   該当事項はありません。 

 

（セグメント情報等） 

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自  平成25年４月１日  至  平成25年９月30日） 

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

 
報告セグメント 

合計 
消防車輌 防災 産業機械 環境車輌 自転車 

売上高   

  外部顧客への売上高 8,646 7,317 2,232 4,600 1,175 23,972

  セグメント間の内部売上高又は振替高 44 177 6 55 0 284

計 8,690 7,495 2,239 4,655 1,175 24,256

セグメント利益又は損失（△） 274 401 30 394 △73 1,027

 

２  報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差

額の主な内容（差異調整に関する事項） 

（単位：百万円） 

利    益 金    額 

報告セグメント計 1,027

セグメント間取引消去 2

棚卸資産の調整額 △1

四半期連結損益計算書の営業利益 1,028

 

３  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自  平成26年４月１日  至  平成26年９月30日） 

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

 
報告セグメント 

合計 
消防車輌 防災 産業機械 環境車輌 

売上高  

  外部顧客への売上高 8,813 7,735 2,428 4,423 23,400

  セグメント間の内部売上高又は振替高 207 157 1 102 469

計 9,021 7,892 2,429 4,525 23,869

セグメント利益 341 430 21 242 1,036

 

２  報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差

額の主な内容（差異調整に関する事項） 

（単位：百万円） 

利    益 金    額 

報告セグメント計 1,036

セグメント間取引消去 2

棚卸資産の調整額 △32

四半期連結損益計算書の営業利益 1,006

 

３  報告セグメントの変更等に関する事項 

前連結会計年度末において「自転車事業」に分類しておりました㈱ミヤタサイクルの株式を一部譲

渡したことに伴い、連結の範囲から除外しております。これに伴い、第１四半期連結会計期間より

「自転車事業」を報告セグメントから除外しております。 

 

４  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 
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４．補足情報 

(1) 生産、受注及び販売の状況 

１ 生産実績 

当第２四半期連結累計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

セグメントの名称 生産高(百万円) 前年同四半期比(％) 

消防車輌 8,502 △1.4 

防災 3,902 +14.4 

産業機械 2,839 +13.0 

環境車輌 4,720 +1.6 

合計 19,964 +3.4 

(注) １ セグメント間取引については、相殺消去しております。 

２ 金額は、販売価格で表示しております。 

３ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

 

２ 受注実績 

当第２四半期連結累計期間における受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

セグメントの名称 受注高(百万円) 前年同四半期比(％) 受注残高(百万円) 前年同四半期比(％)

消防車輌 31,225 +11.7 26,604 +11.4 

防災 3,214 +35.0 1,476 +47.0 

産業機械 3,258 △5.5 3,324 △19.3 

環境車輌 5,722 +6.5 3,322 +47.3 

合計 43,421 +10.9 34,727 +11.1 

(注) １ セグメント間取引については、相殺消去しております。 

２ 金額は、販売価格で表示しております。 

３ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

４ 防災事業の防災機器部門は見込生産を行っているため、上記の実績には含まれておりません。 

５ 消防車輌事業であった上海金盾特種車輌装備有限公司は、当第２四半期連結会計期間末日より連結子会

社から持分法適用関連会社に異動しているため、受注残高には含まれておりません。 

 

３ 販売実績 

当第２四半期連結累計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

セグメントの名称 販売高(百万円) 前年同四半期比(％) 

消防車輌 8,813 +1.9 

防災 7,735 +5.7 

産業機械 2,428 +8.8 

環境車輌 4,423 △3.8 

合計 23,400 △2.4 

(注) １ セグメント間取引については、相殺消去しております。 

２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 
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